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平成23年度
事業費の主な内訳
(人件費除く)

内　　　　　容 金　　　額

旧田中家鋳物民俗資料館指定管理料 19,490

旧田中家鋳物民俗資料館体験工房主催事業委託料 3,623

火災保険料、諸経費 180

その他

一般財源 22,024 23,789 22,080

府支出金 0 0 0

受益者負担
(使用料等)

1152 1,122 1,216

財源内訳

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

国庫支出金 0 0 0

1,600

直接経費(B) 21,553 23,293 21,696

総事業費(A+B) 23,176 24,911 23,296

0.20

人件費計(A) 1,623 1,618

従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費 従事職員数 概算人件費

類似事業 枚方宿鍵屋資料館指定管理運営事業

事業の必要性
資料館の鋳物工場・主屋と資料館関係資料は市民共有の貴重な歴史・文化遺産であり、これらを保全する
とともに一般に広く公開・活用することは、市民、小学生等の歴史学習を促進するために必要である。

コ　　ス　　ト

H22年度決算 H23年度決算 H24年度当初予算

目　　　的
（何のために）

枚方に古くから残る鋳物の歴史や民具を活用し、枚方の歴史や人々の暮らしについての認識を深め、郷土
愛を育てることを目的とする。

対　　　象
（誰・何を対象に）

市民、小学校等の社会見学・歴史学習

事業内容

○旧田中家鋳物民俗資料館指定管理業務
①資料館の調査研究展示業務　②資料館の利用その他入館制限に関する業務
③施設及び設備の維持管理に関する業務　④PR・ホームページ・自主事業等
⑤使用料等の徴収・管理・納入業務　⑥その他業務

○体験工房ものづくり講座開催業務
（講座内容）鋳造、簡易鋳造、彫金、とんぼ玉、ステンドグラス、七宝

根拠法令 地方自治法、枚方市公の施設における指定管理者の指定の手続等に関する条例

実施方法
□直営 ■委託又は指定管理（委託先又は指定管理者：公益財団法人枚方市文化財研究調査会）

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

事務事業番号　31068

事務事業名 旧田中家鋳物民俗資料館維持管理事業

事業開始年度 昭和59年度 担当部署 社会教育部文化財課

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

7,418 9,683 9,918 9,145 9,937

― 1,235 2,159 1,982 1,875

学校数 28 26 22 26 36

人数 2,636 2,384 2,118 2,363 3,207

入館者数

内体験工房利用者数

内小学校等の社会
見学利用者
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単位

① 人

②

③

① 円

②

③

二次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続

平成25年度の指定管理者募集時に、鋳物工場・主屋や復元竪穴式住居の活
用方法など、年間入館者数の目標（1万人）を上回るような提案をしてもらうこと
を仕様書に記載することを検討する。

特記事項

◎平成18年度から指定管理制度を導入した。
◎平成20年度に資料館内に体験工房を開設した。
◎枚方の昔の暮らしや鋳物の歴史を学ぶ鋳物工場・主屋や弥生時代の暮らしが体験できる復元竪穴式住
居の見学が市内小学校の３・４年生の社会科の授業で活用されている。（比較参考値参照）
◎指定管理者が、市内小学校に働きかけを行うことによって入館者数を増やす努力をしており、平成23年
度対前年の増加の大きな要因となっている。
◎平成23年度に直接経費が増加しているのは、指定管理事業の中で主屋の土間たたき修理工事（1,800千
円）を行ったことによる。
◎資料館アンケート結果より（入館者対象）
・枚方にこういう歴史があることを知れてよかったです。（平成23年4月）
・民俗学を学ぶ上で欠かせないので、今後も維持してください。（平成23年4月）
・現在滋賀県で梵音具調査に従事していますが、鋳物師の実態について分かりやすい展示をされている所
は中々ないと思います。勉強になりました。（平成23年12月）

一次点検における
事業の今後の方向
性及び具体的な今
後の取り組み方策

現状のまま継続
入館者数の増加を目指して、同館の機能を利用した体験講座の開催に取り組
む。

一次評価結果
・入館者数と経費の相関関係について検証する必要があるのでは
・利用状況の調査、今後の方向性について検証が必要では

成果目標
（目標とする成果）

年間入館者10,000人を目標とする。

比較参考値
（他自治体での
事業の例など）

単位当たりコスト
（総事業費/活動指

標）

総事業費/年間入館者数 2,534

   

   

2,507 2,330

活動実績

活動指標もしくは成果指標 H22年度 H23年度 H24年度(見込み)

年間入館者数 9,145 9,937 10,000

事務事業番号　31068

事務事業名 旧田中家鋳物民俗資料館維持管理事業

事業開始年度 昭和59年度 担当部署 社会教育部文化財課

平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

7,418 9,683 9,918 9,145 9,937

― 1,235 2,159 1,982 1,875

学校数 28 26 22 26 36

人数 2,636 2,384 2,118 2,363 3,207

入館者数

内体験工房利用者数

内小学校等の社会
見学利用者


